
Ｈ27年度
Ｃ

達成率
(％)

0 20 82
(H28.2月末）

410.0% 重点ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ廃止のため

5 10 9.9
（H28.2月末）

98.0%
県内に設置された太陽光発電総
設備容量に統合のため

45.2 70 45.8 2.4%
レジ袋有料化を前提に設定して
いたが、有料化の見込みが未定
のため廃止

94 150 99 8.9%

一旦取引が成立した後は、シス
テムを介すことなく事業者同士で
取引がなされている場合があり、
取引成立件数では効果が十分に
測れないため廃止

12 14 14 100.0%

容器包装の分別は、各市町村で
既に確立されており、達成済み
のため廃止するが、引き続き重
点プログラムとして分別収集の徹
底に取組む

27.7
(H22)

40
(H27)

39.4
(H26)

95.1% 重点ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ廃止のため

4,288 4,400 4,463 156.3%
達成済みのため廃止するが、引
き続き重点プログラムとして狩猟
者の確保に取組む

平成23年
度
Ａ

努力目標
（Ｈ28年度）

Ｂ

努力目標達成状況
項目

住宅用太陽光発電設備の普及率（％）

廃止理由

　廃止指標一覧

基本目標１　地域から取り組む地球環境の保全

県内に設置されたメガソーラーの数

マイバッグ持参率（％）

基本目標２　循環型社会の形成

循環資源マッチングシステムによる取引成立件
数

電子マニフェストの普及率（％）

基本目標４　自然と共生した社会の形成

狩猟者登録件数（人）

10種分別実施市町村数（市町村）

者の確保に取組む

2 3 4 200.0%
目標を達成していること。地域数
は市町村の手挙げによるが、今
後の見込みがないため廃止

42,902 50,000 48,602 80.3%
達成予定のため廃止するが、引
き続き重点プログラムとしてアダ
プト事業は推進。

13
15

(H25)
重点ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ廃止のため

2 12 5 30.0%

落書き防止活動に取り組んだ結
果、最近ではかつてのような大規
模な落書きは見られなくなったた
め廃止

92 220 225 103.9%

達成済みのため廃止するが、引
き続き重点プログラムとして化学
肥料・農薬を使わない農産物の
栽培など、環境保全型農業の推
進に取り組む

189 206 190 5.9%
指定品目の選定は、国の見直し
等に沿って行っているため廃止

5,310 5,000 5,570 -

H24までは単独実施していたが、
現在予算もなく他の事業と合同
で実施したり、他イベントでブース
を設ける等して実施しており参加
者人数は実施形態、集計方法に
よって変動しやすいため廃止

巡回エコ製品等普及展示会参加者数(人）

推進目標２　環境と経済が好循環する仕組みづくり

環境保全型農業直接支払交付金の対象活動を
実施した農地面積（ha)

再生品使用促進指針の指定品目数（品目）

重点的に外来生物の防除に取り組む地域数
（地域）

落書き防止重点取組地区指定地区数（累計、地
区）

「木の快適空間」の整備校（校）

推進目標１　参加と協働による快適な環境の保全

おかやまアダプト参加人数（人）


